
文書作成・管理ソフトウェア 
「ＤｏＷＭＳ」 概要と構成 

文書作成 
文集編纂 

Windows&Swing 

コンテンツ 
管理・検索 

Lift（Scala）&GAE等 

コンテンツ 
作成・入力 

SmartPhone&Tablet 

パソコン Web（クラウド） 携帯端末（Android） 

ドキュメント指向データベース（CouchDB） 

オフィス文書ファイルフォーマット 

「ODK・ODP （オープンドキュメント準拠）」 

パーソナルシーン 

携帯端末 

クラウドサービス 

Webサーバ 

・タイムリーな情報収集ツールとしての携帯端末を有効利用 
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携帯端末・PCで作成した文書をネットで共有できる基盤ソフトウェア 

ビジネスシーン 

文書情報の共有 

・クラウドサービスを活用した文書情報の共有化 

・携帯端末 、ＰＣ、Ｗｅｂで利用目的にあった文書の作成・編集・管理 

「共通文書ドメイン」をオブジェクト指向分析に基づきモデル化 

ファイル生成及びアクセス（Java/XML/DOM） 

「共通文書ドメイン」とは・・・ 
   カード文書を基本単位としてオフィス文書フォーマットをフレームワークにしたもの。 
   各プラットフォームにおけるアプリケーション構築に共通して適用可能。 
 

個人メモ等 

メモ等 

議事録等 

PC 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今年度、そのアプリケーションを選定するにあたり、私たちはまずシステムとサービスの多様化に注目しました。
最近は、従来のパソコンもネットブックのように小型軽量化しています。
また、スマートフォンなど、携帯端末の技術や普及には目覚ましいものがあります。

その上、それらに提供されるサービスも、インターネットを通じた情報のやり取りにとどまりません。
アプリケーションや環境そのものを提供するクラウドサービスもあります。
システムとサービスの多様化はとどまるところを知りません。

こういう状況の中で、システムごと、サービスごと、あるいは使用するシーンごとに
ソフトウェアが作成され、提供されるとしたらどうでしょうか。
ユーザーも開発者も、それぞれのアプリケーションに対応しなければなりません。
非効率ですし、たいへんです。
そこで、それぞれに共通して使用できるソフトウェア技術はないか？
我々は、まずそこに着目しました。

そして、メールや電子ブックなどのような「文書」というものを、システムやサービスに共有される
コンテンツの代表的存在として位置づけ、
さらに、携帯端末をタイムリーな情報収集ツールとして位置づけました。

そのうえで、パソコン、Webサーバ、携帯端末に共通して文書作成・管理サービスを構築できる
基盤ソフトウェア
Ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ　Ｗｅｂ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍ
「ＤｏＷＭＳ」を考え、

本年度は、その開発を実践することにより、「再利用可能な共通ソフトウェア技術」の
研究開発を行っていくことといたしました。


http://www.sandisk.co.jp/products/microsd-microsdhc-cards/sandisk-microsdhc
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利用分野 

個人用 

ビジネス 

旅行日記 

CD録 

議事録 

営業日記 

文書コンテナ 

ブック 

スライド 

文章 

章 

節 

スタイル 

文書テンプレート 

シンボル 
（表記要素） 

テキスト 

画像 

アスペクト（形状） 

サイズ 位置 

DoWMS文書 

シート カード フィールド 

リージョン（領域） 

  

DoWMSの文書モデル 

多様な文書構造に対応可能なドキュメント指向データベース（ＣｏｕｃｈＤＢ）の採用 
 スキーマレスＤＢにドメインモデルをそのまま格納 ＝ ドキュメント指向の文書管理 
 文書ファイル単位でＫＶＳ（Key-Value Store）に展開し、柔軟に対応 
 レプリケーション機能の活用による分散ドキュメント管理 （モバイル  Web  PC）  

オープンドキュメント仕様（ＯＤＦ）の文書フォーマットをベースに、独自に携帯端末の画面に適した 
カード文書フォーマットを定義 ＝ オフィスソフト（パワーポイント等）との互換性 

＜ファイル＞  
ODK(.odk)    
ODP(.odp)    

＜文書モデル＞
DCard_obj  
DSheet_obj    

＜データベース＞  
dcard_doc 
dsheet_doc 

DoWMSの技術的特徴 

領域クラスをフィールド、カード、シートの3つの
クラスで具象化し、コンポジット関係で構成 
 

フィールドの種類として、動画・音声等を追加
可能 

＊ ＊ 

＊ ＊ 
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